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連携にいたる経緯
　ゼミの学習実践としておこなっているビデオ制作の取材対象として、「見つめなおそうふるさと
を」をテーマに据える「みき演劇セミナー」が、幅広い年齢層の人々の交流の場であること、また
市民が郷土の歴史を深く学ぶ場となっている点に着目し、活動の連携先として協力を依頼した。

活動内容
　三木市文化会館で毎年開催されている市民参加の舞台、「みき演劇セミナー」の2018年3月に
開催された公演「比翼の鳥　誇り高き武将 吉親と妻の物語」について、稽古の開始から公演終了
までを取材し、ビデオドキュメンタリーを制作した。また、ビデオ制作と並行して、取材対象
となっていた舞台の制作スタッフとしても参加し、公演の成功に貢献した。完成した映像作品
は映像コンクールの「地方の時代」映像祭2018と東京ビデオフェスティバル2019に出品され
た。

活動の目的

活 動 の 成 果 今 後 の 課 題 ・ 目 標

■ 主な連携先・メンバー
三木市文化会館・みき演劇セミナーのみなさん／関西大学総合情報学部
岡田朋之ゼミ

■ 活動地域
兵庫県三木市

■ 活動期間
2017年度～2018年度

■ 活動資金
総合情報学部実験実習材料費（撮影資材など）

DATADATA

■ 総合情報学部 教授

岡田朋之
Tomoyuki Okada

　専門はメディア論。情報メディアの革新が人々の日常生活とどう関わっていくかについて、主に
スマートフォンやSNSなどを通じたモバイルコミュニケーションの変化の側面から研究している。
ゼミでは「メディアをつくる、社会を考える」をテーマに置き、メディアやイベント等の制作を
踏まえて社会の問題を考察することを課している。

教 員 紹 介

1 市民参加の演劇セミナーを取材し、記録することを通して、地元を捉え
なおす

2 作品の主人公である作者の妹と、作者自身のそれぞれの「地元」への
意識を描き出すことで、視聴者それぞれが地域を見つめなおすきっかけ
にしてもらう

1「『地方の時代』映像祭2018」で、市民・学生・自治体部門に
入選し、優秀賞を受賞

2「東京ビデオフェスティバル2019」に入選し、アワードを受賞
3 地元県域紙にも映像制作や受賞について報道されたほか、
コミュニティFMでも紹介されるなど、地域の文化活動の周知
にも一役買うことができた

1 高い外部評価を得ることができた制作過程の再検討
と、スキルの継承

2 メディア制作活動を通じた地域貢献の方法の具体化
3 素材や成果物の保管・維持の方法の確立

文化・スポーツ振興 都市デザイン

ドキュメンタリービデオ
「妹と私 みき演劇セミナーでの5ヶ月」の制作堺市小学校連合運動会ボランティア活動

連携にいたる経緯
　長く競技スポーツに取り組み教職課程を履修する学生にとって、学校教育におけるスポーツ
大会の企画や運営参画への意識は高い。本市で68回続く堺市小学校連合運動会を主催する
小学校長会より、安全で正確な記録測定をめざす運営のために依頼があり、本学学生のボラン
ティア参加による連携が実現した。

活動内容
　堺市で毎年開催している「堺市立小学校連合運動会」に、企画部運営スタッフとして本学人間健
康学部の学生を派遣。まず、堺市立全小学校を対象とした全体説明会に参加し、趣旨、実施要項、
各種目の実施方法について運営委員からの説明を受け、その後事前のオリエンテーションで、連合
運動会部長よりこれまでの歴史や意義、ボランティア学生に期待する活動等をお聞ききするととも
に、取組みの詳細について具体案を話し合った。連合運動会当日は、児童招集補助や、各種目の
測定補助と整地、救護係の補助業務などを担当。主催者の担当校長や初研体育部員から、本学
学生の活動内容や取り組む姿勢について、多くの称賛と感謝の言葉をかけていただいた。

活動の目的

活 動 の 成 果 今 後 の 課 題 ・ 目 標

■ 主な連携先・メンバー
堺市教育委員会／堺市初等教育研究会体育部会／堺市立小学校長会／関西
大学教職支援センター 教職アドバイザー 北井宏昌

■ 活動地域
大阪府堺市／関西大学堺キャンパス

■ 活動期間
2019年度

■ 活動資金
堺市と関西大学との地域連携事業

DATADATA

■ 人間健康学部 教授

弘原海剛
Tsuyoshi Wadazumi

　専門は運動生理学、運動処方。運動生理学の知識をベースに、唄って踊れるエンターテイナーな
運動指導者を育てることが夢。学生達と一緒に地域の健康づくり活動に貢献したいと思って
いる。

教 員 紹 介

1 学校教育におけるスポーツ大会の運営方法を学び、学生本人が教育の
現場で指導者となった際の具体的な知見を得る

2 学生の活力を地域に活かすことで、学生に日頃の取組みが地域活性化
に繋がるということを認識させる

1 児童約4,000人が一堂に会する競技大会の運営・実施に関わり、
真剣に活動する児童の姿や仲間を応援する態度に接し、学校
体育のもつ魅力やスポーツ競技大会の意義を深く理解するこ
とができた

2 学校体育におけるスポーツ競技会の実施にあたり、綿密な
運営計画と周到な準備の大切さや、教員が機敏に役割に取り
組む姿勢と突発的な事態に対する対応策を学ぶことができた

参加学生が自分の得意とする技能を生かし、より
積極的に活動に取り組むために、それぞれがもつ技能に
応じて、希望する活動を担当できるように役割分担
する

教育 健康・医療
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